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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
災
者
へ
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
建
物
被
害
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日
付
警
察
庁
の
広
報
資
料
に
よ
れ
ば
、
全
壊
十
二
万
九
千

八
百
八
十
五
戸
、
半
壊
二
十
五
万
八
千
百
三
十
八
戸
等
、
ま
さ
に
未
曽
有
の
甚
大
な
住
宅
被
害
が
発
生
し
、
数
十
万
人
の
方
々

が
生
き
る
上
で
大
切
な
生
活
の
基
盤
を
一
瞬
に
し
て
失
っ
た
の
で
あ
る
。
震
災
か
ら
一
年
二
か
月
以
上
が
経
過
し
、
地
震
及
び

津
波
に
よ
る
被
災
地
で
は
、
新
た
な
希
望
を
支
え
に
、
被
災
者
が
自
ら
の
生
活
の
再
建
と
地
域
の
復
興
の
た
め
に
力
強
く
歩
み

始
め
て
い
る
。

他
方
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
で
は
、
帰

還
の
目
途
も
立
た
な
い
ま
ま
、
長
引
く
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
一
方
、
住
み
慣
れ
た
家
屋
は
今
日
に
お
い
て
も
手
入
れ
も
で

き
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
、
生
活
再
建
の
展
望
も
描
け
な
い
ま
ま
年
月
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
方
々
も
い
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
は
、
「
自
然
災
害
に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
」
に
対
し
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
を
支
給
す
る
と
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、
地
震
や
津
波
に
よ
っ
て
住
宅
を
失
っ
た
被
災
者
、
住
宅
が
被

害
を
受
け
た
被
災
者
に
は
、
本
制
度
の
対
象
と
し
て
、
三
百
万
円
を
上
限
と
す
る
支
援
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
生
活
の
再
建

の
た
め
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

一



し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
避
難
を
し
て
い

る
被
災
者
の
住
宅
に
は
、
地
震
や
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
適
用
さ
れ
て
い

な
い
。
原
子
力
発
電
所
事
故
そ
の
も
の
は
自
然
災
害
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は

地
震
及
び
津
波
と
い
う
自
然
現
象
に
伴
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
も
、
「
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
加
え
原
子
力
発

電
所
事
故
が
重
な
る
と
い
う
、
未
曽
有
の
複
合
的
な
大
災
害
で
あ
る
」
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
名
称
を
決
定
す
る
な

ど
、
原
子
力
発
電
所
事
故
と
地
震
及
び
津
波
と
の
一
体
性
は
明
確
に
認
識
し
て
い
る
と
考
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

一

火
山
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
等
の
発
生
な
ど
の
危
険
な
状
態
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
り
住
宅
が
居
住
不
能

な
場
合
に
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
及
び
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
避
難
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
住
宅
が
居
住
不
能
な
場
合
に

は
」
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
を
弾
力
的
に
運
用
し
、
同
制
度
の
対
象
と
し
て
支
援
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か

か
る
被
災
者
の
生
活
の
再
建
を
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

一
に
関
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
弾
力
的
運
用
が
困
難
な
場
合
に
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正
に
よ

二



り
、
か
か
る
被
災
者
の
生
活
の
再
建
を
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


